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特集 カーボンニュートラル
鉄からのメッセージ

  4  脱炭素のためのGX投資を
 正当に評価する市場づくりを

若林 伸佳氏  （経済産業省 産業技術環境局 参事官（兼）環境経済室長）

  8 Q&A　鉄が必要なのにはワケがあります！

10 日本製鉄
 カーボンニュートラルビジョン2050
製鉄プロセスの未来図

14 鉄のサプライチェーンのすべてに
社会・お客様の脱炭素化に向けて

 2つの価値を提供する
NSCarbolex®

16 1つ目の価値  NSCarbolex® Neutral
鉄鋼製造プロセスのCO2削減効果を

 お客様の価値に変える

18 TOPICS ① NSCarbolex® Neutral
 グリーンスチールでお客様の事業価値を高める

20 2つ目の価値  NSCarbolex® Solution
 高機能製品・ソリューション技術で脱炭素化を支える

22 TOPICS ② NSCarbolex® Solution
 多彩な分野のCO2排出量削減に貢献する

26 会長対談

一歩踏み出す勇気を持って
 可能性を切り拓き、挑戦し続ける

山崎 育三郎氏  （俳優・歌手）
進藤 孝生 （日本製鉄（株） 代表取締役会長）（対談時） 

34 News Clip
日本製鉄グループの動き
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2050年カーボンニュートラルに向けた社会全体の機運が高まり、生産・流通・購買・
消費など社会活動のあらゆるシーンで脱炭素化を意識した取り組みが進んでいます。
こうした流れを下支えし加速させる官民協働での政策検討や施策展開が進むなか、
日本製鉄では技術革新による製鉄プロセスの脱炭素化に加え、「NSCarbolexⓇ」の独自
ブランドのもと、鉄鋼製品の製造・使用・廃棄、さらにお客様での資材調達の脱炭素
化への貢献を目指しています。本号では、カーボンニュートラル時代の社会資本として、
これからも私たちの生活に欠かせない“鉄”からのメッセージをお届けします。

カーボンニュートラル
鉄からのメッセージ




